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論文提出者氏名 藤原 章司 
論文審査要旨（続き） 
クロモフォアを有しないモノアミノ基置換α-、β、γ-CyD 誘導体として、3A-アミノ-3A-デオキシ-(2AS, 



















縁と二級水酸基縁を有する α-1,4 グリコシド結合した CyD のグルコース環は規則的に配列され、それによっ
て生じた二級水酸基側の水素結合ネットワークが、深い疎水性空洞を保持し、ゲスト分子包接特性を有してい
ることを実証した。今後、CI の環状構造をホスト分子として機能させるには、グリコシド結合あるいは水酸
基の酸素の不対電子が協同して働く配向が必要であることを示している。このように、親水性と疎水性のバラ
ンスに着目した修飾を行い、分子構造を明らかにしたことで、親水性-疎水性の協同効果による新規機能性CyD
の展開を指し示した。 
これらの研究成果は英文論文誌（査読付き）２編、同投稿中１編、査読付き国際会議 Proceedings７編、国
内学会７会議で発表されている。 
 以上、本論文の内容は高いオリジナリテイをもち、糖質化学、超分子化学の融合領域において合成方法、分
子構造解析方法をも提案するもので、応用展開が行われている環状オリゴ糖の研究に欠かせない貴重な成果で
あり、本論文は博士（工学）の学位論文として価値があると認められる。 
